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書の記述

～ガリア年代記～



ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

624

年

フ
ラ
ン
ド
ル
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
に
対
し
て
宣
戦
布
告
。
南
部
国

境
レ
イ
ン
川
に
お
い
て
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
に
対
し
て
大
規
模
な

前100
年
頃

都
市
国
家
ロ
マ
ー
ナ
、
周
辺
へ
の
侵
攻
を
開
始

戦
闘
（
オ
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル
グ
会
戦
）
。
そ
の
間
隙
を
付
い
て
、

別
動
部
隊
が
旧
ベ
ル
ガ
領
を
突
破
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
国
内
に
侵

前50

年
頃

ロ
ー
マ
ン
・
ガ
リ
ア
帝
国
成
立

攻
、
電
撃
的
な
勝
利
を
収
め
る
。
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
王
国
、
フ
ラ

ン
ド
ル
に
よ
り
併
合
。

前20

年
頃

ガ
リ
ア
帝
国
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
に
上
陸

625

年

フ
ラ
ン
ド
ル
王
国
、
ロ
マ
ー
ナ
教
皇
の
要
請
を
受
け
イ
タ
ー
ニ

元
年

ブ
リ
タ
ニ
ア
全
土
が
ガ
リ
ア
帝
国
に
よ
り
平
定
。

ア
北
部
の
ロ
ン
バ
ル
ド
王
国
に
侵
攻
。
ア
ル
パ
イ
ン
越
え
に
お

い
て
多
数
の
損
害
を
受
け
る
も
の
の
、
亡
命
ベ
ル
ガ
人
部
隊
の

100

年
頃

北
方
民
族
の
侵
入
が
激
化

奮
闘
に
よ
り
山
脈
を
突
破
、
ロ
ン
バ
ル
ド
を
平
定
。
ロ
バ
ル
ド

辺
境
領
を
設
置
し
、
辺
境
伯
を
派
遣
す
る
。
イ
タ
ー
ニ
ア
南
部

400

年
頃

ロ
ー
マ
ン
帝
国
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
よ
り
撤
退

地
域
と
は
不
可
侵
条
約
を
結
ぶ
。

こ
の
間
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
に
統
一
王
国
は
な
く
、
小
国
が

626

年

フ
ラ
ン
ド
ル
王
国
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
へ
侵
攻
。
た
だ
し
、
ピ
レ

乱
立
す
る
。
動
乱
時
代

ー
ネ
山
脈
中
央
部
か
ら
東
部
を
越
え
る
コ
ー
ス
で
は
な
く
、
山

脈
西
部
に
位
置
す
る
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
公
国
を
外
交
戦
略
に
よ

562

年

ア
ヴ
ァ
ロ
ン
朝
ブ
リ
タ
ニ
ア
王
国
成
立

り
傘
下
と
し
、
そ
の
領
内
を
通
っ
て
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
に
侵
入
。

先
遣
隊
で
あ
る
亡
命
ベ
ル
ガ
人
部
隊
が
ア
ラ
ゴ
ン
平
原
に
て
カ

598

年

ブ
リ
タ
ニ
ア
女
王
ア
ン
・
ギ
ネ
・
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
即
位
。

ス
テ
ィ
リ
ア
国
軍
北
方
守
備
隊
を
殲
滅
。
フ
ラ
ン
ド
ル
国
王
、

ア
ラ
ゴ
ン
平
原
か
ら
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
公
国
に
か
け
て
の
範
囲

618

年

ロ
ー
ザ
・
ギ
ネ
・
ア
バ
ロ
ン
、
冬
薔
薇
に
対
し
て
反
旗

を
支
配
下
と
す
る
。

を
翻
す
。
薔
薇
戦
争
開
始
。

627

年

ロ
マ
ー
ナ
教
皇
、
崩
御
。
跡
を
継
い
だ
教
皇
に
よ
り
、
フ
ラ
ン

620

年

薔
薇
戦
争
終
結
。
ロ
ー
ザ
・
ギ
ネ
・
ア
バ
ロ
ン
、
ブ
リ

ド
ル
国
王
キ
ル
デ
ベ
ル
ド
の
、
神
聖
フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
皇
帝
へ

タ
ニ
ア
女
王
に
即
位
。
薔
薇
の
宣
誓

の
即
位
が
宣
言
さ
れ
る
。
こ
れ
以
降
、
聖
キ
ル
デ
ベ
ル
ド

V
I

世
を
名
乗
る
。
同
年
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
に
対
し
て
宣
戦
布
告
。
帝

622

年

フ
ラ
ン
ド
ル
王
国
軍
、
隣
国
ベ
ル
ガ
に
侵
攻
。

ヴ
ェ
ル

国
軍
は
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
客
将
・
ア
ル
バ
レ
ス
将
軍
の
亡
命

ケ
ン
ラ
ー
テ
の
戦
い
。
ベ
ル
ガ
王
国
滅
亡
、
プ
ロ
イ
ツ

に
よ
り
戦
線
は
膠
着
。

ェ
ン
の
支
配
下
に
。
一
部
ベ
ル
ガ
人
が
フ
ラ
ン
ド
ル
に

亡
命
。



628

年

ブ
リ
タ
ニ
ア
国
軍
が
攻
勢
を
強
め
る
。
ガ
リ
ア
本
土
に

635

年

ブ
リ
タ
ニ
ア
・
ベ
ル
ガ
連
合
軍
、
フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
領
内
に
侵

お
い
て
も
、
旧
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
を
中
心
に
反
乱
が
相
次

攻
。
別
働
隊
は
、
ロ
ン
バ
ル
ド
辺
境
伯
領
を
平
定
。
ラ
ン
ス
郊

ぐ
。
ブ
リ
タ
ニ
ア
王
国
軍
、
王
都
ロ
ン
ド
ン
奪
還
。

外
に
て
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
軍
、
帝
国
軍
と
会
戦
（
ラ
ン
ス
会
戦
）
。

第
二
回
ヴ
ェ
ル
セ
ー
ヌ
休
戦
協
定
会
議
。
ヴ
ェ
ル
セ
ー
ヌ
条

629

年

帝
国
軍
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
国
内
よ
り
撤
退
。
ロ
ン
バ
ル
ド

約
発
効
。
ガ
リ
ア
連
合
王
国
、
建
国
。

辺
境
伯
領
、
フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
に
対
し
て
独
立
を
宣
言
。

カ
ス
テ
ィ
リ
ア
王
国
、
ア
ラ
ゴ
ン
平
原
を
奪
還
。

636

年

ベ
ル
ガ
王
国
領
ヴ
ェ
ル
ケ
ン
ラ
ー
テ
に
て
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
女
王

ロ
ー
ザ
・
ギ
ネ
・
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
、
ル
ー
ナ
・
バ
ラ
ッ
ド
と
邂
逅

630

年

ブ
リ
タ
ニ
ア
王
国
軍
、
ガ
リ
ア
本
土
に
上
陸
。
プ
ロ
イ

ツ
ェ
ン
、
ロ
ン
バ
ル
ド
と
連
合
し
、
帝
国
領(

旧
ベ
ル
ガ

領)

ラ
・
ベ
ル
・
ア
リ
ア
ン
ス
に
て
帝
国
軍
と
会
戦
（
第

一
次
薔
薇
会
戦
）
。
連
合
国
軍
の
勝
利
。
第
一
回
ヴ
ェ

ル
セ
ー
ヌ
休
戦
協
定
会
議
が
開
催
さ
れ
る
も
、
不
調
に

終
わ
る
。
ル
ー
ア
ン
郊
外
に
お
い
て
ブ
リ
タ
ニ
ア
王
国

軍
と
フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
軍
が
会
戦
（
第
二
次
薔
薇
会

戦
）
。
ブ
リ
タ
ニ
ア
王
国
軍
、
一
部
の
部
隊
を
残
し
て
、

ブ
リ
タ
ニ
ア
本
土
へ
撤
退
。

こ
の
間
、
ガ
リ
ア
本
土
で
、
フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
と
反
乱

勢
力
の
戦
い
。
フ
ラ
ン
ド
ル
本
国
、
ロ
ン
バ
ル
ド
領
で

は
帝
国
勢
力
が
、
旧
ベ
ル
ガ
領
で
は
反
乱
勢
力
が
勢
力

を
伸
ば
す
。

633

年

ブ
リ
タ
ニ
ア
王
国
と
フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
の
両
海
軍
に
よ

る
制
海
権
争
い
。
ブ
リ
タ
ニ
ア
軍
、
旧
ベ
ル
ガ
領
北
部
、

レ
イ
ン
川
河
口
地
域
よ
り
ベ
ル
ガ
本
土
に
再
上
陸
。

634

年

ブ
リ
タ
ニ
ア
・
ベ
ル
ガ
連
合
軍
、
フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
軍

と
オ
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル
グ
に
て
会
戦
（
第
二
次
オ
ッ
フ
ェ

ン
ブ
ル
グ
会
戦
）





誘い
～ガリア世界～





・・・現在とも 過去とも 知れぬ所・・・

・・・響くは 二胡と月琴の旋律・・・

・・・今宵の語り部は 異国の盲目の老女・・・

これより歌うは 遙か遠き国の詩

山を越え 砂漠を越え 草原を越え
彼方西域の 其の彼方
天尽き 地果つる所

深き森と 碧き大河
凍れる銀嶺と 石造りの街

峨利亜と呼ばれし 国々の物語

いずれ歴史が全てを葬り去ろうとも
今は唯 . . . 瞳を閉じて聴いておくれ・・・



地
理ガ

リ
ア
と
は
地
域
の
名
で
あ
る
。
ロ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
の
西
端
に
位
置
し
、
東
端
を
ど
こ
に
す

る
か
緒
論
が
あ
る
も
の
の
、
北
、
西
、
南
は
海

に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
範
囲
を
確

定
し
や
す
い
。

一
般
に
、
東
端
は
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
王
国
の
領

土
の
東
端
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ガ

リ
ア
本
土
か
ら
海
洋
を
隔
て
て
位
置
す
る
ブ
リ

テ
ン
島
も
ガ
リ
ア
地
域
に
含
め
ら
れ
る
。
ブ
リ

タ
ニ
ア
歴

600

年
代
前
半
に
お
い
て
は
、
ガ
リ

ア
中
央
部
を
フ
ラ
ン
ド
ル
国
王
と
プ
ロ
イ
ツ
ェ

ン
王
国
が
占
め
、
周
囲
に
、
ベ
ル
ガ
、
ロ
ン
バ

ル
ド
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
な
ど
の

諸
国
が
あ
る
。

南
部
に
は
イ
タ
ー
ニ
ア
半
島
と
の
境
界
に
ア

ル
パ
イ
ン
山
脈
、
南
西
部
に
は
イ
ベ
ー
リ
カ
地

方
と
の
境
界
に
ピ
レ
ー
ネ
山
脈
が
あ
り
、
中
央

部
に
は
レ
イ
ン
川
が
位
置
す
る
。
地
勢
は
概
ね

な
だ
ら
か
で
あ
る
。

歴
史ガ

リ
ア
の
歴
史
は
、
イ
タ
ー
ニ
ア
の
一
都
市

国
家
で
あ
っ
た
ロ
マ
ー
ナ
の
興
隆
を
起
源
と
す

る
。
か
つ
て
ガ
リ
ア
周
辺
に
お
け
る
政
治
と
文

化
の
中
心
は
、
内
海
（
メ
デ
ィ
テ
ィ
レ
ー
ニ
ア
）

沿
岸
諸
国
で
あ
っ
た
。
内
海
に
お
け
る
覇
権
闘

争
に
勝
利
し
た
ロ
マ
ー
ナ
は
一
都
市
国
家
か
ら
、



内
海
を
支
配
す
る
海
洋
帝
国
へ
と
成
長
し
た
。

こ
の
帝
国
、
ロ
ー
マ
ン
帝
国
は
内
海
の
覇
権

を
強
固
な
物
に
す
る
と
同
時
に
、
ガ
リ
ア
地
域

へ
と
侵
攻
を
開
始
す
る
。
そ
れ
ま
で
未
開
の
後

進
地
域
で
あ
っ
た
ガ
リ
ア
は
、
こ
れ
以
降
、
歴

史
の
表
舞
台
に
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
ロ
ー
マ

ン
帝
国
は
内
海
の
南
岸
、
イ
ベ
ー
リ
カ
半
島
、

ブ
リ
テ
ン
島
を
支
配
下
と
し
た
時
を
絶
頂
と
し
、

そ
れ
以
降
衰
退
の
道
を
た
ど
る
こ
と
と
な
る
。

が
、
ガ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
マ
ン
帝
国
の

支
配
下
に
お
い
て
現
存
す
る
国
家
の
骨
格
が
形

作
ら
れ
た
。

比
較
的
早
く
に
ロ
ー
マ
ン
帝
国
の
勢
力
外
と

な
っ
た
ブ
リ
テ
ン
島
と
イ
ベ
ー
リ
カ
半
島
は
そ

れ
ぞ
れ
独
自
の
文
明
圏
、
も
し
く
は
他
の
文
化

圏
の
支
配
下
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域

は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
性
を
持
ち
な
が
ら
も
、
類

似
し
た
文
化
を
持
つ
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
ロ

ー
マ
ン
帝
国
滅
亡
後
、
ガ
リ
ア
に
お
い
て
大
国

と
い
わ
れ
る
国
家
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
域
と
プ

ロ
イ
ツ
ェ
ン
地
域
を
中
心
と
し
て
成
立
す
る
こ

と
が
多
く
、
ガ
リ
ア
に
お
け
る
覇
権
は
、
主
に

こ
の
両
国
に
よ
り
争
わ
れ
る
。

宗
教ロ

ー
マ
ン
帝
国
が
、
そ
の
治
世
の
後
期
に
お

い
て
「
時
の
主
」
を
信
仰
す
る
宗
教
を
国
教
と

し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
が
ガ
リ
ア
に
お
け
る

一
般
的
な
宗
教
と
な
っ
て
い
る
。

但
し
、
イ
ベ
ー
リ
カ
半
島
は
「
ム
ハ
マ
ン
ド

の
教
え
」
を
信
仰
す
る
宗
教
国
家
の
支
配
下
に

あ
り
、
ブ
リ
テ
ン
島
は
「
時
の
主
」
信
仰
の
影

響
を
受
け
つ
つ
も
「
光
の
女
神
」
を
主
神
と
し

た
独
自
の
多
神
教
信
仰
が
一
般
的
で
あ
る
。

国
家

フ
ラ
ン
ド
ル
王
国

ガ
リ
ア
に
お
け
る
大
国
の
一
つ
。
東
を
レ
イ

ン
、
北
と
西
を
海
、
南
を
ア
ル
パ
イ
ン
と
ピ
レ

ー
ネ
の
両
山
脈
、
そ
し
て
内
海
に
よ
り
隔
て
ら

れ
て
お
り
、
他
国
と
の
境
界
が
確
定
し
や
す
い
。

そ
の
た
め
、
国
政
も
主
に
内
政
を
主
眼
に
お
く

傾
向
が
あ
り
、
対
外
的
な
戦
争
も
プ
ロ
イ
ツ
ェ

ン
王
国
と
の
国
境
紛
争
程
度
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
キ
ル
デ
ベ
ル
ドV

I

世
が
王
位
に
王
位
に
就

い
た
こ
と
に
よ
り
、
ガ
リ
ア
全
土
を
巻
き
込
む

戦
乱
に
お
い
て
、
そ
の
中
心
を
占
め
る
事
と
な

る
。

プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
王
国

フ
ラ
ン
ド
ル
と
並
ぶ
、
ガ
リ
ア
の
大
国
の
一

つ
。
東
方
国
境
を
乱
立
す
る
小
国
家
群
と
接
す

る
た
め
に
、
何
ら
か
の
交
戦
状
態
に
あ
る
こ
と

が
多
く
、
国
政
も
対
外
的
な
戦
略
を
主
眼
と
す

る
こ
と
が
多
い
。
近
年
は
、
東
方
国
境
の
安
定

化
と
、
西
方
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
支
配
下
に

あ
っ
た
ベ
ル
ガ
王
国
を
再
征
服
が
政
治
的
な
目

的
と
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ル
ガ
王
国

近
年
、
勃
興
し
た
国
家
で
あ
り
、
国
家
と
し

て
の
は
長
く
は
な
い
。
元
来
は
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン

王
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の

助
力
も
あ
り
独
立
、
以
降
、
同
国
と
は
同
盟
関

係
に
あ
る
。
国
土
の
大
部
分
は
森
林
で
あ
り
、

さ
ほ
ど
豊
か
と
は
言
え
な
い
が
、
二
大
国
家
に

挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
戦
略
的
な
意
義

を
持
つ
。

な
お
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
家
は
、
独
立
戦
争
に

お
い
て
特
に
功
績
の
あ
っ
た
王
弟
の
家
系
で
あ

り
、
現
在
は
王
位
継
承
権
は
な
い
も
の
の
、
多

く
の
尊
敬
を
集
め
て
い
る
。

ブ
リ
タ
ニ
ア
王
国

ガ
リ
ア
本
土
と
は
海
峡
を
挟
ん
で
位
置
す
る

島
国
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
ン
帝
国
が
最
大
版
図
を

示
し
た
当
時
に
は
帝
国
の
領
土
内
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
以
降
は
統
一
国
家
も
成
立
せ
ず
、
ガ
リ
ア

本
土
と
の
交
流
も
そ
れ
ほ
ど
無
い
状
態
が
続
い

て
い
た
。
ま
た
、
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
朝
に
よ
り
統
一

さ
れ
て
以
降
も
、
北
方
民
族
や
海
洋
民
族
に
よ

る
侵
入
、
国
内
的
な
政
治
の
不
安
定
な
ど
が
続

い
て
い
た
。

ブ
リ
タ
ニ
ア
歴600

年
代
前
半
に
お
い
て
も
、

冬
薔
薇
こ
と
ア
ン
女
王
と
、
第
一
位
王
位
継
承

権
を
持
っ
た
ロ
ー
ザ
王
女
と
の
間
で
王
権
を
巡

り
争

い
が

起
き

た
ば

か

り
で

あ
る

（
薔

薇
戦

争
）
。
た
だ
し
、
こ
の
戦
争
の
終
結
後
は
安
定

し
た
状
態
に
あ
り
、
国
力
の
回
復
に
努
め
て
い

る
。





英雄達の肖像
～戯曲の紡ぎ手～



ベ
ル
ガ
王
国

ア
ル
ヴ
ェ
ー
ル
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス

ベ
ル
ガ
の
名
門
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
家
の
第
二

公
子
。
部
門
の
誉
れ
の
高
い
同
家
に
お
い
て
も
、

特
に
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
人
材
で
あ
っ
た
。
と

は
い
う
も
の
の
、
本
人
は
第
二
子
と
い
う
事
も

あ
り
、
比
較
的
気
さ
く
で
、
平
穏
を
望
む
人
柄

で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
決
し
て
高
い
身
分

と
は
言
え
な
い
女
性
と
の
ロ
マ
ン
ス
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
も
彼
の
人
柄
を
表
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
平
穏
な
時
代
で
あ
れ
ば
、
国

境
紛
争
等
で
武
勲
を
あ
げ
る
も
の
の
、
そ
れ
は

歴
史
に
お
け
る
一
挿
話
で
過
ぎ
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
戦
乱
の
時
代
で
あ

る
が
故
に
、
彼
の
名
前
が
後
世
ま
で
語
り
継
が

れ
る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
故
国
ベ
ル
ガ
を
深
く
愛
し
、
再
興
を

望
み
な
が
ら
も
、
彼
自
身
は
ベ
ル
ガ
軍
、
フ
ラ

ン
ド
ル
軍
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
軍
と
流
転
を
繰
り
返

す
こ
と
と
な
る
。

ガ
リ
ア
動
乱
の
前
半
に
お
け
る
代
表
的
な
軍

事
活
動
の
全
て
に
関
わ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
初
陣
で
あ
る
ヴ
ェ
ル
ケ
ン
ラ
ー
テ

会
戦
で
こ
そ
、
圧
倒
的
な
戦
力
を
誇
る
プ
ロ
イ

ツ
ェ
ン
王
国
軍
に
苦
杯
を
飲
ま
さ
れ
る
。
そ
の

後
、
親
兄
弟
と
共
に
、
フ
ラ
ン
ド
ル
に
亡
命
、

亡
命
ベ
ル
ガ
人
部
隊
を
率
い
て
オ
ッ
フ
ェ
ン
ブ

ル
グ
会
戦
に
参
戦
。
甚
大
な
被
害
を
受
け
る
も

の
の
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
軍
撃
破
に
お
い
て
大
き

な
功
績
を
残
す
。
そ
の
後
も
亡
命
ベ
ル
ガ
人
部

隊
を
率
い
て
、
ロ
ン
バ
ル
ド
遠
征
に
お
け
る
ア

ル
パ
イ
ン
越
え
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
遠
征
に
お
け

る
敵
中
単
独
侵
攻
な
ど
、
数
多
く
の
武
勲
を
残

す
。ブ

リ
タ
ニ
ア
歴

627

年
の
ブ
リ
タ
ニ
ア
遠
征

に
お
い
て
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
女
王
ロ
ー
ザ
・
ギ
ネ

・
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
と
邂
逅
し
、
彼
女
に
忠
誠
を
誓

う
こ
と
と
な
る
。
以
降
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
王
国
軍

に
所
属
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
戦
場
に
お
け
る

活
躍
よ
り
も
、
戦
略
の
立
案
、
部
隊
の
運
用
と
、

女
王
ロ
ー
ザ
の
軍
師
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
多
く
な
る
。
こ
れ
は
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
王
国
軍

の
諸
将
と
の
間
に
無
用
な
軋
轢
を
生
む
こ
と
を

嫌
っ
た
と
共
に
、
か
つ
て
は
仕
え
た
帝
国
軍
に

刃
を
向
け
る
の
を
躊
躇
し
た
と
い
う
見
方
も
あ

る
。故

国
ベ
ル
ガ
領
で
行
わ
れ
た
ラ
・
ベ
ル
・
ア

リ
ア
ン
ス
会
戦
に
お
い
て
は
、
連
合
国
軍
の
総

指
揮
官
と
し
て
活
躍
し
、
帝
国
軍
を
撃
破
、
第

一
回
ヴ
ェ
ル
セ
ー
ヌ
休
戦
協
定
会
議
へ
の
道
筋

を
つ
け
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
こ
れ
が
彼
の
最

も
大
き
な
、
そ
し
て
最
後
の
武
勲
と
な
っ
た
。

休
戦
協
定
会
議
の
会
場
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ド

ル
帝
国
ヴ
ェ
ル
セ
ー
ヌ
離
宮
に
お
い
て
、
長
年

に
わ
た
る
宿
敵
で
あ
り
、
そ
し
て
僚
友
で
も
あ

っ
た
こ
と
も
あ
る
ゲ
ー
フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー
に
よ

っ
て
暗
殺
さ
れ
る
。

プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
王
国

ゲ
ー
フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー

プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
王
国
随
一
の
驍
将
と
称
さ
れ

る
人
物
で
あ
る
。30

代
半
ば
で
、
軍
人
と
し
て

脂
の
乗
っ
た
年
代
で
も
あ
る
。
ガ
リ
ア
動
乱
前

半
に
お
い
て
、
最
も
運
命
に
弄
ば
れ
た
人
物
と

も
い
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
歴620

～

630

年
代
に
お
け
る
ガ
リ
ア
動
乱
は
、
彼
自

身
が
指
揮
す
る
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
王
国
軍
が
ベ
ル

ガ
王
国
に
侵
攻
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
そ

の
ヴ
ェ
ル
ケ
ン
ラ
ー
テ
会
戦
に
お
い
て
は
圧
倒

的
に
勝
利
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
二
年
後
、
プ

ロ
イ
ツ
ェ
ン
・
フ
ラ
ン
ド
ル
国
境
の
レ
イ
ン
川

を
挟
ん
で
行
わ
れ
た
一
連
の
会
戦(

オ
ッ
フ
ェ
ン

ブ
ル
グ
会
戦)

に
お
い
て
は
、
ヴ
ェ
ル
ケ
ン
ラ
ー

テ
に
お
い
て
下
し
た
は
ず
の
ベ
ル
ガ
人
部
隊
に

よ
り
苦
杯
を
の
ま
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
捕
虜

と
な
る
。
そ
の
後
、
神
聖
フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
に

よ
る
ブ
リ
タ
ニ
ア
遠
征
ま
で
、
歴
史
の
表
舞
台

か
ら
姿
を
消
す
こ
と
と
な
る
。

ブ
リ
タ
ニ
ア
遠
征
に
お
い
て
は
第
三
陣
の
副

将
を
務
め
る
が
、
主
将
た
る
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
が

ブ
リ
タ
ニ
ア
に
亡
命
し
た
た
め
、
そ
れ
以
降
第

三
陣
の
指
揮
を
執
る
こ
と
と
な
る
。
当
初
は
戦

術
的
な
勝
利
を
収
め
る
も
の
の
、
ガ
リ
ア
本
土

に
お
け
る
反
乱
の
拡
大
、
補
給
の
停
滞
な
ど
に

よ
り
、
次
第
に
劣
勢
に
追
い
込
ま
れ
、
最
終
的

に
は
ブ
リ
タ
ニ
ア
放
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

ラ
・
ベ
ル
・
ア
リ
ア
ン
ス
会
戦
に
お
い
て
は

一
軍
を
指
揮
し
奮
戦
す
る
も
の
の
、
大
勢
を
覆

す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
会
戦
後
の
ベ
ル
セ
ー



ヌ
休
戦
協
定
会
議
に
お
い
て
突
然
の
凶
行
に
及

び
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
を
殺
害
。
そ
の
場
で
ブ
リ

タ
ニ
ア
軍
将
軍
、
パ
ー
シ
フ
ァ
ル
に
よ
り
討
ち

取
ら
れ
る
。

人
物
と
し
て
は
質
実
剛
健
、
無
骨
で
あ
っ
た

も
の
の
、
決
し
て
冷
酷
で
は
な
く
、
公
正
明
大

だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
時
の
主
」
の
敬

虔
な
信
徒
で
あ
り
、
特
に
同
教
の
信
徒
た
ち
か

ら
の
信
望
は
厚
か
っ
た
。
時
に
他
教
徒
に
対
す

る
凶
行
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ

も
信
仰
心
の
強
さ
に
よ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
暗
殺
の
動
機
に
つ
い
て
は
、

親
族
の
復
讐
、
皇
帝
に
よ
る
密
命
、
「
時
の
主
」

教
団
の
一
部
勢
力
に
よ
る
教
唆
な
ど
、
諸
説
さ

さ
や
か
れ
て
い
る
が
、
真
相
は
不
明
で
あ
る
。

小
ゲ
ー
フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー

ゲ
ー
フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー
の
兄
、
ヨ
ハ
ン
の
長

男
で
あ
り
、
ガ
リ
ア
動
乱
後
期
に
お
い
て
活
躍

す
る
勇
将
で
あ
る
。
父
は
オ
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル
グ

会
戦
に
お
い
て
戦
死
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以

降
、
ゲ
ー
フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー
に
従
い
、
戦
場
を

往
来
す
る
。
初
陣
は
神
聖
フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
に

よ
る
ブ
リ
タ
ニ
ア
遠
征
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で

は
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
軍
人
と
言
う
よ
り
も
、
帝
国

軍
人
と
い
っ
た
方
が
正
確
か
も
知
れ
な
い
。
そ

の
為
人
は
ゲ
ー
フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー
に
比
べ
る
と

闊
達
で
、
気
さ
く
な
性
格
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、

無
骨
で
孤
立
し
が
ち
で
あ
っ
た
叔
父
と
、
新
参

の
部
下
と
の
間
を
取
り
持
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ

る
（
当
然
、
古
参
の
部
下
は
そ
の
辺
を
解
っ
て

い
る
の
で
大
丈
夫
）
。

軍
人
と
し
て
も
人
物
と
し
て
も
、
叔
父
を
敬

愛
し
、
目
標
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ヴ
ェ

ル
セ
ー
ヌ
に
お
け
る
暗
殺
劇
を
信
じ
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
女
王
ロ

ー
ザ
と
、
パ
ー
シ
フ
ァ
ル
に
対
し
て
敵
愾
心
を

持
っ
て
い
る
。

ゲ
ー
フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー
亡
き
後
は
、
彼
の
麾

下
に
あ
っ
た
黒
騎
士
団
の
指
揮
を
引
き
継
ぎ
、

戦
場
や
旧
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
領
の
慰
撫
に
功
績
を

残
す
。
ま
た
、
戦
場
に
お
い
て
は
、
ブ
リ
タ
ニ

ア
軍
の
パ
ー
シ
フ
ァ
ル
将
軍
と
数
々
の
名
勝
負

を
演
じ
る
こ
と
と
な
る
。

プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
国
王

カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
リ
ン
デ
ン
バ
ウ

ム

ガ
リ
ア
の
二
大
国
の
一
つ
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン

の
王
で
あ
る
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
は
、
軍
事
国

家
の
国
王
と
し
て
の
名
に
恥
じ
ず
、
豪
放
磊
落

な
為
人
で
あ
り
、
体
躯
も
威
風
堂
々
、
赤
髪
、

赤
髭
の
偉
丈
夫
で
あ
る
。
ブ
リ
タ
ニ
ア
女
王
ロ

ー
ザ
は
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
将
軍
を
「
熊
の
よ
う

な
大
男
だ
と
思
っ
た
」
と
言
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
王
に
あ
っ
た
際
に
、

「
本
当
の
熊
と
は
、
彼
の
こ
と
を
言
う
の
よ
ね

・
・
・
。
」
と
つ
ぶ
や
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

そ
の
治
世
、
政
略
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、

突
出
し
た
功
績
を
残
し
て
は
い
な
い
が
、
ま
た

一
方
で
、
悪
政
を
行
っ
た
と
も
言
う
こ
と
も
無

い
。
常
に
紛
争
状
態
に
あ
っ
た
東
方
国
境
を
平

定
し
、
西
方
の
ベ
ル
ガ
国
境
に
出
兵
し
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
優
秀
な
君
主
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
出
来
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
同
時
代
に

フ
ラ
ン
ド
ル
国
王
キ
ル
デ
ベ
ル
ドV

I

世
と
、
ブ

リ
タ
ニ
ア
女
王
ロ
ー
ザ
・
ギ
ネ
・
ア
ヴ
ァ
ロ
ン

と
い
う
傑
出
し
た
君
主
が
二
人
も
い
た
た
め
、

影
が
薄
く
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

622

年
に
お
け
る
ベ
ル
ガ
出

兵
は
、
彼
に
し
て
み
れ
ば
、
一
定
の
領
土
拡
張

が
で
き
れ
ば
そ
れ
で
良
し
、
と
い
う
程
度
の
認

識
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
ベ
ル

ガ
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
た
め
、
そ
の
版
図
は

プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
王
国
と
し
て
は
最
大
と
な
っ
た
。

し
か
し
、624

年
に
は
そ
の
拡
大
し
た
領
土

を
通
し
て
フ
ラ
ン
ド
ル
軍
の
本
土
へ
の
侵
入
を

許
し
、
彼
自
身
も
虜
囚
と
な
る
。

フ
ラ
ン
ド
ル
王
国

（
神
聖
フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
）

フ
ラ
ン
ド
ル
国
王

キ
ル
デ
ベ
ル
ド

V
I 世

も
う
一
つ
の
大
国
、
フ
ラ
ン
ド
ル
王
国
の
国

王
。
ガ
リ
ア
に
お
け
る
動
乱
は
彼
に
よ
り
演
出

さ
れ
た
と
言
う
こ
と
も
出
来
る
。
プ
ロ
イ
ツ
ェ



ン
王
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
堂
々
と
し

た
体
格
で
あ
っ
た
。
為
人
は
冷
静
沈
着
、
一
歩

間
違
え
れ
ば
冷
酷
と
い
わ
れ
か
ね
な
い
程
で
あ

っ
た
。
常
に
何
事
か
を
思
慮
し
、
眉
間
の
刻
ま

れ
た
深
い
シ
ワ
が
無
く
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
い
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
も
生
来
の
も
の
で
は

な
く
、
望
ま
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
巻
き
込
ま

れ
た
王
位
継
承
権
闘
争
に
お
い
て
、
身
に
つ
い

て
し
ま
っ
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
。

同
時
代
の
他
の
王
が
、
国
内
の
安
定
や
領
土

の
拡
張
を
目
指
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
キ
ル

デ
ベ
ル
ドV

I

世
の
目
標
と
す
る
所
は
、
さ
ら
に

先
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
リ

タ
ニ
ア
歴

627

年
に
宣
言
さ
れ
た
神
聖
フ
ラ
ン

ド
ル
帝
国
の
建
国
は
、
当
初
よ
り
予
定
し
て
い

た
節
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
時
代
で
唯

一
人
、
ガ
リ
ア
全
体
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
い

た
人
物
か
も
知
れ
な
い
。

例
え
ば
、
領
土
的
に
は
重
要
な
価
値
も
な
く
、

戦
術
的
に
は
困
難
を
極
め
る
ア
ル
パ
イ
ン
越
え

を
行
っ
て
ま
で
、
ロ
ン
バ
ル
ド
を
攻
略
し
た
の

は
、
教
皇
の
名
に
よ
り
「
神
聖
皇
帝
即
位
」
を

宣
言
さ
せ
る
た
め
だ
っ
た
と
言
え
、
す
な
わ
ち
、

ガ
リ
ア
全
土
を
統
べ
る
帝
国
の
建
国
を
目
指
し

て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

そ
の
為
人
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
極
論
す
れ

ば
冷
酷
な
性
格
で
あ
り
、
謀
略
を
用
い
る
こ
と

も
多
く
、
目
的
の
た
め
に
は
手
段
を
選
ば
な
い

人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
出
自
、
国

家
な
ど
に
拘
ら
ず
有
能
な
人
物
で
あ
れ
ば
積
極

的
に
登
用
し
、
能
力
に
ふ
さ
わ
し
い
地
位
に
就

け
る
事
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
公
正
な
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

そ
の
治
世
の
前
半
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
遠
征
ま
で

は
順
調
に
領
土
を
拡
張
し
た
。
し
か
し
、
連
年

の
遠
征
に
よ
る
国
力
の
疲
弊
、
周
辺
諸
国
に
お

け
る
反
乱
な
ど
に
よ
り
、
領
土
拡
張
戦
略
は
、

一
時
断
念
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
逆
に
ブ
リ
タ
ニ

ア
王
国
に
よ
る
侵
攻
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

ラ
・
ベ
ル
・
ア
リ
ア
ン
ス
会
戦
に
お
い
て
は
、

敗
北
を
喫
す
る
も
の
の
、
巧
み
な
外
交
戦
略
に

よ
り
ヴ
ェ
ル
セ
ー
ヌ
休
戦
協
定
会
議
へ
の
道
筋

を
つ
け
る
。
し
か
し
、
ゲ
ー
フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー

の
暴
挙
に
よ
り
会
談
が
不
調
に
終
わ
る
と
、
一

転
し
て
連
合
国
軍
内
の
分
断
を
画
策
、
ブ
リ
タ

ニ
ア
の
孤
立
に
成
功
し
、
ル
ー
ア
ン
会
戦
に
お

い
て
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
軍
の
ガ
リ
ア
本
土
外
へ
の

追
放
に
成
功
す
る
（
会
戦
自
体
は
、
痛
み
分
け
）
。

以
降
、
ガ
リ
ア
本
土
の
平
定
に
注
力
し
、
フ

ラ
ン
ド
ル
本
国
と
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
、
ロ
ン
バ
ル

ド
領
の
一
部
の
平
定
に
は
成
功
す
る
も
の
の
、

ブ
リ
タ
ニ
ア
義
勇
軍
や
旧
ベ
ル
ガ
領
に
お
け
る

反
乱
を
平
定
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、633

年
に

は
ブ
リ
タ
ニ
ア
軍
の
再
侵
攻
を
許
す
こ
と
に
な

る
。な

お
、
キ
ル
デ
ベ
ル
ドV

I

世
陛
下
の
カ
ッ
ト

は
、
た
ら
こ
果
汁

100%

ジ
ュ
ー
ス
の
き
ち
で
ん

さ
ん
に
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
海
よ
り
深

く
、
感
謝
で
あ
り
ま
す
。

ロ
ン
バ
ル
ド
大
公
ジ
ョ
ア
ッ
キ
ー
ノ

本
来
は
キ
ル
デ
ベ
ル
ド

V
I

世
の
廷
臣
で
あ

り
、
主
に
外
交
交
渉
を
担
当
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
目
立
っ
た
武
勲
を
挙
げ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、625

年
の
ロ
ン
バ
ル
ド
に
設
置
さ
れ

た
ロ
ン
バ
ル
ド
辺
境
伯
領
の
領
主
に
封
ぜ
ら
れ

る
。
こ
の
人
事
に
関
し
て
は
、
特
に
武
官
か
ら

の
反
発
が
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
戦
場
で
の
働

き
で
な
く
て
も
功
績
が
あ
れ
ば
栄
達
で
き
る
と

し
て
、
文
官
・
官
僚
に
は
受
け
が
よ
く
、
そ
う

い
う
意
味
で
も
成
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま

た
、
こ
れ
以
降
必
要
に
な
る
教
皇
と
の
交
渉
役

と
し
て
配
置
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
一
方
で
、
こ
の
人
物
は
キ
ル
デ
ベ
ル
ドV

I

世

の
謀
臣
と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
表
に
出
来
な

い
事
情
が
あ
っ
た
と
も
囁
か
れ
て
い
る
。

ラ
・
ベ
ル
・
ア
リ
ア
ン
ス
会
戦
に
お
い
て
は

帝
国
か
ら
離
反
し
、
連
合
国
軍
側
に
付
く
も
の

の
、
ル
ー
ア
ン
会
戦
で
は
中
立
を
保
っ
た
。
そ



れ
以
降
は
、
再
び
帝
国
側
に
付
く
こ
と
に
な
る
。

謀
臣
と
し
て
想
像
さ
れ
る
人
物
像
と
は
裏
腹

に
、
為
人
は
温
厚
で
知
ら
れ
、
敬
虔
な
「
時
の

主
」
の
信
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
縁
も
あ
っ
て
、

ゲ
ー
フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー
と
は
親
交
が
深
か
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
。

ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

634
年
、
戦
場
に
お
い
て
パ

ー
シ
フ
ァ
ル
将
軍
に
よ
り
討
ち
取
ら
れ
る
。

ブ
リ
タ
ニ
ア
王
国

ブ
リ
タ
ニ
ア
女
王

ロ
ー
ザ
・
ギ
ネ
・
ア
ヴ
ァ
ロ
ン

至
上
の
薔
薇
と
謳
わ
れ
た
ブ
リ
タ
ニ
ア
女
王
。

幼
少
時
は
王
位
継
承
権
が
低
か
っ
た
こ
と
や
、

妾
腹
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
井
に
て
成
長
し

た
。
こ
の
事
が
彼
女
の
行
動
や
、
価
値
観
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

で
あ
ろ
う
。

王
位
継
承
権
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最

終
的
に
王
座
に
就
い
た
点
で
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル

国
王
キ
ル
デ
ベ
ル
ドV

I

世
と
似
て
い
る
。
し
か

し
、
キ
ル
デ
ベ
ル
ド
が
あ
る
時
期
か
ら
自
衛
の

た
め
に
王
位
継
承
権
競
争
に
積
極
的
に
介
入
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
と
対
照
的
に
、
ロ
ー
ザ

の
場
合
は
競
争
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
ば
彼
女
よ
り
上
位
の
王
位
継
承
権
を
持
つ
も

の
は
、
冬
薔
薇
こ
と
、
女
王
ア
ン
に
よ
り
悉
く

殺
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
第
一
位
王
位
継
承
権
を
得

た
も
の
の
、
こ
の
こ
と
は
即
ち
謀
殺
リ
ス
ト
の

最
上
位
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
の
た

め
、
ロ
ー
ザ
は
つ
い
に
決
起
を
決
意
す
る
こ
と

と
な
る
。
そ
の
際
の
根
拠
と
し
た
の
が
守
り
役

で
あ
る
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
公
の
居
城
で
あ
る
ラ
ン

カ
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
。

貴
族
や
民
衆
の
支
持
は
す
で
に
冬
薔
薇
の
元

を
離
れ
て
い
た
た
め
、
後
に
薔
薇
戦
争
と
呼
ば

れ
る
こ
と
に
な
る
革
命
に
勝
利
を
収
め
、
ロ
ー

ザ
は
ブ
リ
タ
ニ
ア
女
王
に
即
位
す
る
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
国
を
二
分
し
た
争
い
で
あ
り
、
国
力

は
疲
弊
し
、
双
方
の
勢
力
の
間
で
禍
根
を
残
し

か
ね
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
民
心

を
治
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た
演
説
が
「
薔
薇
の

宣
誓
」
で
あ
る
。

ガ
リ
ア
本
土
に
お
け
る
戦
乱
に
対
し
て
は
、

基
本
的
に
不
干
渉
の
態
度
を
と
っ
て
い
た
も
の

の
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
相
手
が
遠
慮
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

627

年
、
彼
女
も

戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
当
初
は
、

国
力
も
十
分
に
回
復
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、

後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
次
第
に
戦
況
を

盛
り
返
し
、629

年
に
は
帝
国
軍
を
国
外
へ
追

放
す
る
。

そ
の
後
は
ガ
リ
ア
本
土
へ
遠
征
、
他
国
と
同

盟
し
対
帝
国
包
囲
網
を
作
り
上
げ
、
ラ
・
ベ
ル

・
ア
リ
ア
ン
ス
会
戦
に
お
い
て
帝
国
軍
を
撃
破

す
る
。
会
戦
後
は
、
聖
キ
ル
デ
ベ
ル
ドV

I
世
の

提
案
を
受
け
入
れ
、
ベ
ル
セ
ー
ヌ
休
戦
協
定
会

議
に
参
加
す
る
が
、
会
場
と
な
っ
た
ヴ
ェ
ル
セ

ー
ヌ
宮
殿
に
お
い
て
、
様
々
な
意
味
で
無
二
の

存
在
で
あ
っ
た
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
を
失
う
こ
と
と

な
る
。

そ
の
後
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
暗
殺
に
つ
い
て
の

謝
罪
と
真
相
解
明
を
求
め
て
フ
ラ
ン
ド
ル
軍
と

単
独
で
対
立
、
ル
ー
ア
ン
郊
外
に
て
大
規
模
な

会
戦
に
及
ぶ
。
こ
の
会
戦
は
、
双
方
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
す
も
の
の
、
痛
み
分
け
に
終
わ

っ
た
。
こ
の
会
戦
に
つ
い
て
は
、
彼
女
自
身
、

激
情
に
駆
ら
れ
て
強
行
し
て
し
ま
っ
た
面
も
あ

り
、
彼
女
の
治
世
に
お
い
て
数
少
な
い
失
策
の

一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
一
部
の

部
隊
を
残
し
て
ブ
リ
タ
ニ
ア
へ
と
帰
還
す
る
。

し
か
し
三
年
後
、
戦
乱
の
平
定
と
、
新
た
な

る
国
家
像
を
掲
げ
、
彼
女
は
再
び
ガ
リ
ア
本
土

へ
と
遠
征
を
開
始
す
る
。

ブ
リ
タ
ニ
ア
女
王

ア
ン
・
ギ
ネ
・
ア
ヴ
ァ
ロ
ン

ロ
ー
ザ
の
前
代
の
ブ
リ
タ
ニ
ア
女
王
。
ま
た

の
名
を
冬
薔
薇
。
治
世
前
半
に
お
い
て
は
、
失

政
も
少
な
く
、
賢
明
な
女
王
と
し
て
期
待
さ
れ

た
。
し
か
し
、
年
を
経
る
に
従
い
猜
疑
心
が
強

く
な
り
、
偏
狭
的
な
行
動
が
目
立
つ
こ
と
に
な

る
。
自
ら
の
美
と
永
遠
を
狂
信
し
、
そ
れ
を
脅

か
す
王
位
継
承
権
を
持
つ
も
の
を
次
々
と
虐
殺

す
る
。

結
果
と
し
て
も
、
も
っ
と
も
年
若
く
、
逆
ら

う
こ
と
さ
え
困
難
で
あ
ろ
う
と
見
く
び
り
、
自



ら
王
位
継
承
権
第
一
位
に
指
名
し
た
ロ
ー
ザ
王

女
に
反
旗
を
翻
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

パ
ー
シ
フ
ァ
ル

雷
槍
の
二
つ
名
を
持
ち
、
槍
技
で
は
右
に
出

る
も
の
が
い
な
い
と
称
さ
れ
る
ブ
リ
タ
ニ
ア
の

勇
将
。
薔
薇
の
騎
士
団
の
第
四
騎
士
団
長
で
あ

り
、
女
王
ロ
ー
ザ
を
心
か
ら
敬
愛
し
て
い
る
。

性
格
は
生
真
面
目
。
融
通
が
利
か
な
い
と
、
ロ

ー
ザ
に
も
、
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
に
も
た
び
た
び
諫

め
ら
れ
る
が
、
納
得
で
き
て
な
い
よ
う
で
あ
る
。

最
も
、
ロ
ー
ザ
の
そ
れ
は
半
分
は
か
ら
か
い
の

よ
う
で
あ
る
が
。

出
自
は
、
身
分
の
低
い
騎
士
の
子
で
あ
り
、

ロ
ー
ザ
と
は
幼
少
の
時
よ
り
親
交
が
あ
る
。
と

い
う
よ
り
も
、
幼
な
じ
み
と
い
っ
た
方
が
良
い

だ
ろ
う
。
彼
に
と
っ
て
ロ
ー
ザ
は
、
崇
拝
す
る

女
王
で
あ
り
、
守
る
べ
き
妹
で
あ
り
、
愛
す
る

女
性
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ロ
ー
ザ
が
ア

ル
ヴ
ァ
レ
ス
を
麾
下
に
招
き
入
れ
る
こ
と
を
表

明
し
た
際
、
も
っ
と
も
強
行
に
反
発
し
、
そ
れ

以
降
も
事
あ
る
毎
に
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
と
対
立
す

る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
わ
だ
か
ま
り
も
、
ヴ
ェ
ル
セ
ー
ヌ
会
議

の
前
夜
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
真
意
を
聞
く
こ
と

に
よ
り
、
解
消
さ
れ
る
。
優
れ
た
僚
友
と
し
て
、

そ
し
て
得
難
い
友
人
と
し
て
、
彼
を
尊
敬
し
よ

う
と
決
め
た
翌
日
に
、
悲
劇
が
起
こ
る
。
知
る

こ
と
が
あ
ま
り
に
も
遅
か
っ
た
自
分
に
対
し
て
、

二
重
の
意
味
で
大
切
な
人
間
を
守
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
自
分
に
対
し
て
、
消
し
が
た
い
悔

恨
の
念
を
抱
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
本
来
で

あ
れ
ば
ロ
ー
ザ
を
止
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
ル
ー

ア
ン
会
戦
に
お
い
て
、
彼
女
に
諫
言
す
る
こ
と

な
く
、
結
果
と
し
て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
こ
と
に
も
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

ル
ー
ア
ン
会
戦
後
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
軍
本
隊
が

帰
国
し
た
後
も
、
麾
下
の
第
四
騎
士
団
を
中
心

に
義
勇
軍
を
編
成
し
ガ
リ
ア
本
土
に
残
留
、
フ

ラ
ン
ド
ル
帝
国
に
対
す
る
反
乱
活
動
の
一
端
を

担
う
。
そ
の
た
め
、
動
乱
後
期
の
主
な
会
戦
に

は
ほ
と
ん
ど
参
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

ゲ
ー
フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー
に
直
接
手
を
下
し
た
本

人
で
あ
る
た
め
、
そ
の
甥
で
あ
る
小
ゲ
ー
フ
ェ

ン
バ
ウ
ア
ー
に
は
敵
と
し
て
付
け
狙
わ
れ
、
度

々
戦
場
で
対
峙
す
る
こ
と
と
な
る
。

ル
ー
ア
ン
会
戦
後
も
ガ
リ
ア
本
土
に
残
っ
た

理
由
の
一
端
は
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
暗
殺
の
真
相

を
調
べ
る
た
め
だ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

ト
リ
ス
ト
ラ
ム

銀
狐
の
二
つ
名
を
持
つ
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
宿
将
。

薔
薇
の
騎
士
団
・
第
六
騎
士
団
の
団
長
で
あ
り
、

ロ
ー
ザ
の
守
り
役
で
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
元

々
王
位
継
承
権
の
低
か
っ
た
ロ
ー
ザ
に
は
正
式

に
守
り
役
が
付
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
と

あ
る
事
情
で
遠
縁
の
娘
を
預
か
る
こ
と
に
な
っ

た
ら
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま
王
位
継
承
権
を
持
っ

て
い
た
、
だ
け
の
話
ら
し
い
。

薔
薇
戦
争
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
ザ
軍
の
実
質

的
軍
事
指
導
者
で
あ
り
、
な
お
か
つ
遠
縁
と
は

い
え
親
族
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
戦
争
後
に
は

騎
士
団
総
長
、
も
し
く
は
宰
相
の
座
に
就
く
も

の
と
思
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
座

に
就
く
こ
と
な
く
自
ら
の
領
地
で
あ
る
ラ
ン
カ

ス
タ
ー
へ
と
帰
還
し
、
地
方
守
備
に
当
た
る
第

四
騎
士
団
の
団
長
に
収
ま
っ
た
。

以
降
、
中
央
の
こ
と
は
若
い
者
に
任
せ
て
、

悠
々
自
適
の
生
活
を
送
る
つ
も
り
だ
っ
た
ら
し

い
が
、
時
代
の
は
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
フ

ラ
ン
ド
ル
帝
国
軍
に
よ
る
ブ
リ
タ
ニ
ア
遠
征
時

に
は
、
居
城
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
を
拠
っ
て
防
衛
戦

を
行
い
、
戦
況
逆
転
の
機
会
を
作
っ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
た
、
ロ
ー
ザ
の
ガ
リ

ア
遠
征
時
に
は
本
国
の
留
守
居
役
を
任
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
信
任
が
厚
い
こ
と
が
伺
え

る
。ロ

ー
ザ
に
と
っ
て
は
、
数
少
な
い
我
が
儘
を

言
え
る
相
手
で
あ
り
、
パ
ー
シ
フ
ァ
ル
に
と
っ

て
は
頭
の
上
が
ら
な
い
師
匠
で
あ
る
。

ま
た
、
孤
立
し
が
ち
で
あ
っ
た
ア
ル
ヴ
ァ
レ

ス
を
ブ
リ
タ
ニ
ア
諸
将
の
間
を
取
り
持
っ
た
の

も
彼
で
あ
る
。



聖
キ
ル
デ
ベ
ル
ド
Ⅵ
世

陛
下
・
異
聞

ガ
リ
ア
全
土
を
戦
乱
の
渦
に
た
た
き
込
ん
だ

張
本
人
で
あ
る
キ
ル
デ
ベ
ル
ド

V
I

世
で
あ
る

が
、
そ
の
為
人
や
生
い
立
ち
に
つ
て
は
、
様
々

な

異

聞

が

あ

る

の

も

事

実

で

あ

る
。ブ

リ

タ

ニ

ア

女

王

ロ

ー

ザ

と

同

様

に

、

キ

ル

デ

ベ

ル

ド

の

場

合

も

王

位

継

承

権

の

順

位

は

低

く

（

七

～

八

位

ぐ
ら
い
）
、
さ
ら

に

妾

腹

だ

っ

た

こ

と

も

あ

り

、

譜

代

の

家

臣

団

も

無

く

、

本

来

で

あ

れ

ば

王

位

に

就

く

こ

と

な

ど

あ

り

得

な

か

っ
た
。

さ

ら

に

、

キ

ル

デ

ベ

ル

ド

が

王

位

に

就

く

た

め

に

そ

の

初

期

に

お

い

て

何

か

策

謀

を

巡

ら

し

た

か

と

い

う

と

そ

う

い

う

わ

け

で

も

な

い

。

幼

少

の

頃

か

ら

聡

明
で
、
し
か
し
型
破
り
（
貴
族
・
王
族
と
し
て

の
伝
統
を
重
視
し
な
い
）
だ
っ
た
彼
は
、
周
り

か
ら
す
れ
ば
や
っ
か
い
な
王
子
様
で
あ
り
、
そ

の
ま
ま
行
け
ば
王
家
に
皮
肉
を
言
い
な
が
ら
も

自
分
自
身
も
王
族
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
し
た
芸

術
家
、
ぐ
ら
い
の
役
回
り
で
人
生
を
終
え
る
は

ず
だ
っ
た
（
或
る
意
味
で
、
王
位
に
就
か
な
か

っ
た
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
一
世
陛
下
）
。

し
か
し
、
彼
の
兄
弟
、
親
族
は
非
常
に
解
り

や
す
い
感
じ
で
、
伝
統
的
な
王
族
だ
っ
た
。
暗

殺
、
毒
殺
、
謀
殺
、etc...

。
気
づ
く
と
、
競
争

者
は
着
々
と
脱
落
し
、
王
位
継
承
レ
ー
ス
に
、

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
立

場
に
な
っ
て
い
た
。

聡
明
で
は
あ
っ
て
も
、
善
人
で
は
な
い
。
売

ら
れ
た
喧
嘩
は
、100

倍
ぐ
ら
い
に
し
て
返
す
。

そ
ん
な
感
じ
の
青
年
キ
ル
デ
ベ
ル
ド
で
す
の
で
、

巻
き
込
ま
れ
た
の
な
ら
ば
し
っ
か
り
勝
ち
に
行

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
、
王
位
継
承
権
レ
ー
ス
に
お

い
て
負
け
組
に
与
し
た
が
故
に
閑
職
に
と
ば
さ

れ
た
人
材
の
中
で
、
有
能
な
人
を
一
本
釣
り
で

リ
ク
ル
ー
ト
し
短
期
間
で
家
臣
団
を
作
り
上
げ

た
。
結
果
と
し
て
ど
う
な
っ
た
か
は
、
彼
が
キ

ル
デ
ベ
ル
ドV

I

世
と
し
て
王
位
に
就
い
て
い
る

こ
と
が
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
で
（
こ
の
方
法
は
、

対
外
的
な
征
服
戦
争
を
始
め
た
と
き
に
も
、
敵

・
味
方
を
問
わ
ず
有
能
な
人
間
を
登
用
す
る
登

用
す
る
と
う
い
形
で
使
わ
れ
て
い
る
）
。

さ
て
。
青
年
キ
ル
デ
ベ
ル
ド
は
王
位
に
就
き
、

キ
ル
デ
ベ
ル
ドV

I

世
と
な
り
、
偉
大
な
る
王
と



讃
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
但
し
、
王
者
と
し

て
も
聡
明
で
賢
明
で
は
あ
っ
て
も
、
善
人
で
は

な
い
と
い
う
部
分
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

統
一
ガ
リ
ア
。
他
の
君
主
が
自
ら
の
国
土
を

拡
張
す
る
こ
と
し
か
考
え
な
か
っ
た
の
に
対
し

て
、
彼
は
よ
り
望
ま
し
い
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
、
統
一
ガ
リ
ア
と
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
き
、
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
に
戦
い
を
始
め
る
こ
と
に

な
る
・
・
・
。

ま
た
、
そ
の
為
人
を
表
す
逸
話
と
し
て
、

○
強
面
。
不
機
嫌
じ
ゃ
な
い
と
き
で
も
、
不
機

嫌
に
見
ら
れ
る
。
王
様
、
支
配
者
と
し
て
は
威

厳
が
あ
っ
て
良
い
の
だ
が
、
実
は
ち
ょ
っ
と
気

に
し
て
い
る
。

○

実
は
か
わ
い
い
系
も
好
き
。
小
動
物
系
と
か
、

小
鳥
と
か
。
で
も
、
人
間
、
動
物
を
問
わ
ず
、

威
厳
が
有
り
す
ぎ
て
避
け
ら
れ
る
傾
向
あ
り
。

○
「
予
の
顔
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
恐
ろ
し
い

か
・
・
・
。
」
と
、
廷
臣
に
問
い
か
け
、
返
答

に
困
ら
せ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
。

こ
れ
ら
の
逸
話
の
真
偽
は
、
黒
の
予
言
書
の

み
が
知
る
類
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
部
に
伝
え

ら
れ
る
彼
の
肖
像
画
に
ぬ
い
ぐ
る
み
を
大
事
に

抱
え
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
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序
章

紅
い
丘
に
て

紅
い
丘
、
緋
い
森

～
ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

6
2
2

年

ヴ
ェ
ル
ケ
ン
ラ
ー
テ
の
戦
い
～

プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
王
国
が
ベ
ル
ガ
王
国
に
侵
攻

し
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
っ
た
戦
い
。

こ
の
会
戦
が
ガ
リ
ア
全
体
を
巻
き
込
む
戦
乱

の
引
き
金
に
な
る
と
は
、
仕
掛
け
た
側
も
、
仕

掛
け
ら
れ
た
側
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
当
事

者
た
ち
と
し
て
は
い
つ
も
の
国
境
紛
争
で
あ
り
、

仕
掛
け
た
側
の
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
国
王
、
カ
ー
ル

・
グ
ス
タ
フ
・
リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム
は
領
土
が
少

し
で
も
広
が
れ
ば
い
い
と
思
う
程
度
で
あ
っ
た

し
、
守
る
ベ
ル
ガ
国
王
も
多
少
損
害
は
あ
る
が
、

最
終
的
に
は
同
盟
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ド
ル
が
援

軍
に
来
る
こ
と
に
よ
り
、
守
り
き
れ
る
と
思
っ

て
い
た
。

こ
の
状
況
を
覆
し
た
の
は
二
人
の
天
才
で
あ

っ
た
。
一
人
は
戦
術
の
天
才
で
あ
る
、
ゲ
ー
フ

ェ
ン
バ
ウ
ア
ー
（
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
の
黒
狼
。
ま

た
、
彼
の
直
属
の
騎
士
団
も
黒
騎
士
団
と
呼
ば

れ
る
）
の
存
在
。
彼
は
ヴ
ェ
ル
ケ
ン
ラ
ー
テ
守

備
軍
を
ほ
ぼ
壊
滅
状
態
に
追
い
込
む
。
当
然
、

ベ
ル
ガ
国
王
の
逐
次
投
入
の
愚
も
あ
っ
た
の
だ

が
、
そ
れ
で
あ
っ
て
も
彼
の
才
能
が
否
定
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
も
う
一
人
は
フ
ラ
ン
ド
ル

国
王
キ
ル
デ
ベ
ル
ド
Ⅵ
世
。
彼
は
こ
の
戦
い
を

ガ
リ
ア
全
土
の
均
衡
を
崩
す
た
め
の
切
っ
掛
け

に
す
る
た
め
に
あ
え
て
援
軍
を
遅
ら
せ
、
ベ
ル

ガ
滅
亡
を
間
接
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

結
果
と
し
て
、
こ
の
戦
い
か
ら
歴
史
が
流
れ

始
め
る
こ
と
に
な
る
。

オ
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル
グ
会
戦
の
後
、
ベ
ル
ガ
は

プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
に
併
合
さ
れ
る
。
ア
ル
バ
レ
ス

は
フ
ラ
ン
ド
ル
に
亡
命
、
ま
た
、
生
き
残
っ
た

多
く
の
ベ
ル
ガ
の
将
兵
も
フ
ラ
ン
ド
ル
へ
と
身

を
寄
せ
る
こ
と
に
な
る
。
後
に
、
こ
の
将
兵
が

中
核
と
な
っ
て
亡
命
ベ
ル
ガ
人
に
よ
る
部
隊
が

フ
ラ
ン
ド
ル
軍
内
部
に
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
ア
ル
バ
レ
ス
の
前
半
に
お
け
る
戦
い
の
中

心
的
戦
力
と
な
る
。

第
一
章

遙
か
な
路

凶
戦
士
の
哄
笑

～
ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

6
2
4

年

第
一
次
オ
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル
グ
会
戦
～

歴
史
的
に
見
て
、
フ
ラ
ン
ド
ル
が
ベ
ル
ガ
を

同
盟
国
と
し
て
優
遇
し
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
の
驚

異
か
ら
守
っ
て
き
た
の
に
は
当
然
理
由
が
あ
っ

た
。
こ
の
両
国
の
国
境
に
は
オ
ッ
フ
ェ
ン
ブ
ル

グ
の
森
が
広
が
り
、
騎
馬
に
よ
る
行
軍
が
難
し

い
た
め
、
攻
め
あ
ぐ
ね
て
い
た
と
い
う
こ
と
、

な
ら
ば
援
助
し
て
対
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
防
衛
に
当

た
ら
せ
た
方
が
妥
当
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。

一
方
で
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
に
と
っ
て
は
、
西
方

国
境
が
フ
ラ
ン
ド
ル
と
ベ
ル
ガ
に
接
す
る
こ
と

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
両
国
に
対
し
て
兵
力
を

均
等
に
裂
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ベ
ル
ガ
を

占
領
下
に
お
い
た
場
合
、
総
延
長
と
し
て
の
国

境
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
ベ
ル
ガ
南
部
か

ら
フ
ラ
ン
ド
ル
に
か
け
て
の
森
林
地
帯
は
騎
馬

に
よ
る
行
軍
が
難
し
い
た
め
、
防
衛
の
た
め
の

戦
力
が
少
な
く
と
も
良
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
当
時
の
常
識
で
あ
り
、
実
際
に
、

ヴ
ェ
ル
ケ
ン
ラ
ー
テ
会
戦
後
に
お
い
て
は
、
国

境
北
部
に
兵
力
を
裂
く
必
要
の
無
く
な
っ
た
プ

ロ
イ
ツ
ェ
ン
の
圧
力
に
よ
り
、
国
境
南
部
に
お

い
て
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
守
勢
一
方
と
な
る
。

こ
の
状
況
を
見
る
と
、
先
を
読
ん
で
い
た
の

は
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
の
様
に
見
え
る
。
し
か

し
、
そ
の
一
歩
先
を
読
ん
で
い
た
の
が
キ
ル
デ

ベ
ル
ド
Ⅵ
世
で
あ
る
。
確
か
に
一
時
的
に
は
守

勢
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
プ
ロ
イ
ツ

ェ
ン
が
南
部
戦
線
に
主
戦
力
を
投
入
し
た
と
い

う
こ
と
は
、
北
部
が
手
薄
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
、
攻
め
て
の
方
が
守
り
手
よ
り

も
戦
力
が
必
要
な
の
は
自
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

南
部
国
境
は
レ
イ
ン
川
が
あ
る
た
め
、
防
衛
線

を
構
築
が
容
易
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
の
主
力
を
南
方
に

張
り
付
か
せ
て
お
い
て
、
そ
の
隙
に
北
か
ら
本

国
を
落
と
そ
う
と
い
う
の
が
キ
ル
デ
ベ
ル
ド
の

基
本
戦
略
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
ベ
ル
ガ
が
併

合
さ
れ
る
前
に
こ
の
戦
略
を
実
施
し
な
か
っ
た

の
か
。
こ
の
戦
略
は
、
ベ
ル
ガ
の
視
点
か
ら
見

れ
ば
同
盟
軍
と
は
い
え
他
国
軍
が
国
内
を
通
過

す
る
こ
と
で
あ
り
、
国
内
が
戦
場
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ベ
ル
ガ
王
国
と

し
て
承
伏
で
き
る
物
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た



め
、
フ
ラ
ン
ド
ル
王
国
と
し
て
は
、
ベ
ル
ガ
に

に
は
滅
び
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
と

キ
ル
デ
ベ
ル
ド
の
思
惑
が
絡
み
合
っ
て
、
ブ
リ

タ
ニ
ア
歴

624
年
が
明
け
る
。
キ
ル
デ
ベ
ル
ト

V
I

世
は
、
戦
線
が
膠
着
状
態
に
あ
っ
た
南
部
戦

線
に
対
し
て
、
ベ
ル
ガ
解
放
を
名
目
と
し
て
、

亡
命
ベ
ル
ガ
人
部
隊
を
中
心
と
し
た
戦
力
を
投

入
し
た
。
こ
の
方
面
の
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
の
指
揮

官
は
ゲ
ー
フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー
で
あ
る
。
本
来
で

あ
れ
ば
、
麾
下
の
黒
騎
士
団
も
と
も
に
主
戦
場

で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
黒
騎
士
団
は
、

新
し
く
得
た
領
土
の
守
備
を
任
せ
る
と
い
う
名

目
の
下
、
旧
ベ
ル
ガ
領
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。

な
ん
と
な
れ
ば
、
「
君
主
よ
り
人
望
の
あ
る
騎

士
な
ど
い
ら
ん
」
と
い
う
事
で
あ
る
。
後
に
ア

ル
ヴ
ァ
レ
ス
も
麾
下
の
騎
士
団
と
引
き
離
さ
れ

る
が
、
同
じ
こ
と
が
す
で
に
こ
こ
で
起
こ
っ
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
ゲ

ー
フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー
麾
下
の
兵
力
は
前
回
の
会

戦
に
比
べ
質
、
量
と
も
に
劣
っ
た
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
奮
戦
し
た
物
の
、
戦
況
全
体
を
左
右

す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
対
し
て
、
フ
ラ

ン
ド
ル
軍
、
特
に
亡
命
ベ
ル
ガ
人
部
隊
は
故
国

の
奪
還
と
い
う
こ
と
で
士
気
も
高
か
っ
た
。

こ
れ
が
主
戦
場
で
あ
る
南
部
戦
線
、
オ
ッ
フ

ェ
ン
ブ
ル
グ
周
辺
の
状
況
で
あ
る
が
、
こ
れ
自

体
が
、
壮
大
な
陽
動
で
あ
っ
た
。
熾
烈
な
戦
場

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
南
部
戦
線
に
亡
命

ベ
ル
ガ
人
部
隊
を
投
入
す
る
一
方
で
、
フ
ラ
ン

ド
ル
軍
の
最
精
鋭
部
隊
を
北
方
戦
線
に
投
入
、

旧
ベ
ル
ガ
領
を
通
過
、
ア
ル
デ
ン
ヌ
の
大
森
林

地
帯
を
一
気
に
突
破
し
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
本
国

を
強
襲
し
た
。
北
部
国
境
線
の
兵
力
は
旧
ベ
ル

ガ
国
内
に
散
在
し
て
い
た
た
め
、
組
織
的
な
抵

抗
を
行
う
こ
と
が
出
来
ず
、
結
果
と
し
て
全
兵

力
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
な
く
、
プ
ロ
イ
ツ

ェ
ン
は
国
家
と
し
て
フ
ラ
ン
ド
ル
に
下
る
こ
と

と
な
る
。

な
お
、
こ
の
当
時
の
慣
例
と
し
て
、
プ
ロ
イ

ツ
ェ
ン
国
王
は
処
刑
さ
れ
る
こ
と
な
く
幽
閉
の

身
と
な
る
。
ま
た
、
南
部
戦
線
に
お
い
て
も
プ

ロ
イ
ツ
ェ
ン
の
守
備
軍
は
ほ
ぼ
壊
滅
し
、
ゲ
ー

フ
ェ
ン
バ
ウ
ア
ー
も
フ
ラ
ン
ド
ル
の
虜
囚
と
な

る
（
た
だ
し
、
国
内
で
優
遇
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
う
ま
く
突
き
、
キ
ル
デ
ベ
ル
ド
が
麾

下
に
納
め
る
こ
と
と
な
る
）
。

銀
嶺
を
越
え
て

～
ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

6
2
5

年

ロ
ン
バ
ル
ド
攻
略
戦
～

フ
ラ
ン
ド
ル
に
よ
る
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
併
合
は
、

ガ
リ
ア
に
お
け
る
大
き
な
政
治
的
変
動
を
も
た

ら
し
た
。

こ
の
地
域
で
は
ロ
ー
マ
ン
帝
国
の
滅
亡
以
降
、

フ
ラ
ン
ド
ル
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
の
二
大
国
が
あ

る
も
の
の
、
そ
れ
ら
全
て
を
統
べ
る
大
帝
国
は

存
在
し
な
い
状
態
が
４
、
５
世
紀
続
い
て
き
た
。

し
か
し
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
の
併
合
に
よ
り
こ
の

構
図
が
崩
壊
し
、
フ
ラ
ン
ド
ル
と
い
う
大
国
と
、

中
・
小
の
国
家
、
も
し
く
は
封
建
領
主
と
い
う

構
図
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
国
王
、
封
建

領
主
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
と
対
立
す
る
か
、

そ
れ
と
も
取
り
入
る
か
の
判
断
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

そ
の
な
か
で
も
特
異
な
立
場
に
立
っ
た
の
が

「
教
会
」
で
あ
る
。

時
を
統
べ
る
唯
一
神
、
「
時
の
主
」
信
仰
の

中
枢
で
あ
る
「
教
会
」
は
、
か
つ
て
の
ロ
ー
マ

ン
帝
国
の
治
世
下
に
お
い
て
絶
大
な
権
力
を
誇

っ
た
。
こ
れ
は
、
ロ
ー
マ
ン
帝
国
の
お
け
る
国

教
が
「
時
の
主
」
信
仰
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、

同
時
に
、
「
教
会
」
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
ン
帝
国

皇
帝
は
地
上
の
栄
光
だ
け
で
は
な
く
、
天
上
の

栄
光
の
代
行
者
と
し
て
の
地
位
も
任
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
ロ
ー
マ
ン
帝
国
崩
壊
後
、
か
つ
て

の
栄
光
は
失
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン

ド
ル
の
台
頭
は
、
ロ
ー
マ
ン
帝
国
の
再
興
を
想

起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
状
況
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
か

っ
た
。
一
つ
に
は
、
教
会
の
本
拠
地
で
あ
る
ロ

マ
ー
ナ
と
フ
ラ
ン
ド
ル
の
間
に
は
、
天
険
ア
ル

パ
イ
ン
が
あ
る
た
め
に
、
両
者
の
連
携
が
阻
害

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
ガ
リ
ア
北

方
民
族
が
建
国
し
た
ン
バ
ル
ド
王
国
が
、
両
国

間
の
交
流
を
妨
げ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

キ
ル
デ
ベ
ル
ド
の
野
望
は
ロ
ー
マ
ン
帝
国
、

否
、
新
ロ
ー
マ
ン
帝
国
と
し
て
の
神
聖
フ
ラ
ン

ド
ル
帝
国
の
設
立
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
教

会
」
の
権
威
が
必
要
で
あ
っ
た
。
「
教
会
」
と

し
て
は
、
か
つ
て
の
栄
光
を
取
り
戻
す
、
そ
れ

よ
り
も
何
よ
り
も
直
近
に
迫
っ
た
北
方
の
蛮
族



を
排
除
す
る
に
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
力
が
必
要

だ
っ
た
。
こ
こ
に
両
者
の
利
害
は
一
致
し
、
「
教

会
」
は
フ
ラ
ン
ド
ル
王
国
に
対
し
て
ロ
ン
バ
ル

ド
王
国
へ
の
侵
攻
を
要
請
し
た
。

戦
略
的
に
は
極
め
て
合
理
的
な
選
択
で
あ
る

ロ
ン
バ
ル
ド
攻
略
で
あ
る
が
、
戦
術
的
に
は
極

め
て
困
難
な
選
択
で
あ
る
。
天
嶮
ア
ル
プ
ス
を

越
え
る
に
は
、
多
く
の
峠
が
あ
る
が
、
フ
ラ
ン

ド
ル
領
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
か
ら
の
侵
入
が
可
能
な
、

ロ
ー
タ
レ
峠
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
領
を
経
由
す
る

ブ
レ
ン
ナ
ー
峠
、
そ
し
て
、
最
高
峰
の
す
ぐ
近

傍
を
通
る
グ
ラ
ン
・
サ
ン
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
峠
が

有
力
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ド
ル
軍
は
グ
ル
ノ
ー
ブ

ル
に
主
力
を
集
め
つ
つ
、
グ
ラ
ン
・
サ
ン
・
ベ

ル
ナ
ー
ル
峠
に
ベ
ル
ガ
人
部
隊
を
配
置
し
た
。

ロ
ン
バ
ル
ド
軍
が
主
力
部
隊
に
対
応
し
て
い
る

間
隙
を
付
い
て
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
率
い
る
ベ
ル

ガ
人
部
隊
に
た
い
し
、
グ
ラ
ン
・
サ
ン
・
ヴ
ェ

ル
ナ
ー
ル
峠
を
越
え
、
本
隊
と
対
峙
す
る
ロ
ン

バ
ル
ド
王
国
軍
の
後
背
を
突
く
こ
と
を
命
じ
た
。

な
お
、
ロ
ン
バ
ル
ド
王
国
攻
略
が
完
了
し
た

後
も
、
皇
帝
の
座
は
「
教
会
」
か
ら
は
許
さ
れ

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
「
教
会
」
の
主
で
あ
る

教
皇
の
為
人
が
キ
ル
デ
ベ
ル
ド
の
思
惑
か
ら
外

れ
て
い
た
か
ら
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
を
も

思
惑
の
う
ち
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
解

ら
な
い
。
た
だ
、
事
実
と
し
て
は
、
教
皇
が
崩

御
し
、
新
し
い
教
皇
が
即
位
し
た
。
そ
の
教
皇

の
名
に
お
い
て
、
キ
ル
デ
ベ
ル
ド
が
「
神
聖
フ

ラ
ン
ド
ル
帝
国
」
の
初
代
皇
帝
と
な
っ
た
、
と

い
う
事
実
だ
け
で
あ
る
。

敵
中
侵
攻

～
ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

6
2
6

年

カ
ス
テ
ィ
リ
ア
遠
征
～

プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
と
ロ
ン
バ
ル
ド
を
攻
略
し
た

キ
ル
デ
ベ
ル
ドIV

世
に
と
っ
て
、
残
さ
れ
た
攻

略
対
象
は
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
と
ブ
リ
タ
ニ
ア
で

あ
る
。
こ
の
両
国
は
、
プ
ロ
イ
ツ
ェ
ン
、
ロ
ン

バ
ル
ド
と
決
定
的
に
違
う
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
宗
教
で
あ
る
。

ロ
ン
バ
ル
ド
の
支
配
階
級
が
「
時
の
主
」
を

信
仰
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
一
般

領
民
は
や
は
り
「
時
の
主
」
信
仰
が
主
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
王
国
（
こ
の
言
い

方
も
、
ガ
リ
ア
側
か
ら
の
言
い
方
で
あ
り
、
当

人
達
と
し
て
は
別
の
言
い
方
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
）
の
住
民
は
「
ム
ハ
マ
ン
ド
の
教
え
」
を

信
奉
す
る
も
の
も
多
く
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
住
民

は
、
「
光
の
女
神
」
を
主
神
と
す
る
多
神
教
を

崇
拝
す
る
人
々
で
あ
っ
た
（
し
か
し
一
方
で
、

ブ
リ
タ
ニ
ア
は
か
つ
て
の
ロ
ー
マ
ン
帝
国
の
系

譜
に
連
な
る
国
家
で
も
あ
り
、
宗
教
も
一
定
影

響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）
。

い
わ
ば
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
へ
の
侵
攻
は
、
キ

ル
デ
ベ
ル
ド
の
戦
略
が
、
思
想
的
に
だ
け
で
な

く
、
実
際
の
軍
事
的
に
も
単
な
る
「
領
土
の
拡

大
」
か
ら
「
帝
国
の
建
設
」
へ
と
変
貌
し
た
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
新
帝
国
建
国
の
第
一
歩
と
な
る

遠
征
に
つ
い
て
は
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
を
攻
略
目
標

と
す
る
か
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
を
攻
略
目
標
と
す

る
か
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
廷
臣
は
言
う
に
及
ば
ず
、

キ
ル
デ
ベ
ル
ド
自
身
も
か
な
り
葛
藤
し
た
だ
ろ

う
。
お
そ
ら
く
、
地
理
的
に
は
、
陸
続
き
で
る

カ
ス
テ
ィ
リ
ア
が
適
当
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
政

治
的
に
は
若
き
女
王
ロ
ー
ザ
に
よ
る
薔
薇
革
命

直
後
の
混
乱
か
ら
十
分
に
は
抜
け
出
せ
て
い
な

い
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
方
が
適
し
て
い
た
ろ
う
。

結
果
と
し
て
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
が
攻
略
対
象

と
な
り
、
ブ
リ
タ
ニ
ア
は
新
し
い
薔
薇
の
下
、

復
興
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
事
が
持
つ

本
当
の
意
味
を
知
る
も
の
は
、
今
は
ま
だ
誰
も

い
な
い
。

さ
て
、
新
帝
国
建
国
の
嚆
矢
と
な
る
べ
き
遠

征
で
あ
る
が
、
そ
の
実
現
に
は
、
多
く
の
戦
術

的
課
題
が
あ
っ
た
。

ま
ず
は
、
地
形
的
な
要
因
。
陸
続
き
と
は
い

え
、
ガ
リ
ア
の
二
大
天
嶮
の
一
つ
で
あ
る
ピ
レ

ー
ネ
が
両
国
国
境
を
分
断
し
て
い
る
。
加
え
て
、

フ
ラ
ン
ド
ル
の
国
力
も
、
連
年
の
遠
征
に
よ
り

疲
弊
し
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
こ
で
戦
略
と
し
て
と
ら
れ
た
の
が
、
ア
ス

ト
ゥ
リ
ア
ス
公
国
の
利
用
で
あ
る
。
キ
ル
デ
ベ

ル
ド
は
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
公
に
対
し
て
、
フ
ラ

ン
ド
ル
国
内
で
の
同
等
の
地
位
を
保
証
す
る
代

わ
り
に
、
フ
ラ
ン
ド
ル
王
国
と
の
併
合
と
国
軍

の
領
内
通
過
を
要
求
し
た
。

ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
公
は
こ
の
条
件
を
受
諾
（
な

お
、
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
公
国
は
、
旧
ガ
リ
ア
帝



国
の
流
れ
に
連
な
る
王
国
で
あ
り
、
カ
ス
テ
ィ

リ
ア
に
従
う
よ
り
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
に
従
う
方

が
受
け
入
れ
や
す
か
っ
た
と
い
う
面
も
あ
る
）
、

ア
ル
バ
レ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ド
ル
国

軍
は
、
ピ
レ
ー
ネ
を
西
方
か
ら
迂
回
し
、
ア
ス

ト
ゥ
リ
ア
ス
領
内
を
通
過
し
た
。
当
然
、
ピ
レ

ー
ネ
山
脈
の
フ
ラ
ン
ド
ル
＝
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
国

境
に
は
、
陽
動
と
し
て
の
兵
力
が
配
置
さ
れ
て

い
た
た
め
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
の
主
力
部
隊
は
そ

ち
ら
に
対
応
し
て
い
た
。

当
然
、
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
公
国
国
境
に
も
そ

れ
相
応
の
兵
力
は
配
置
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
、

結
果
と
し
て
そ
れ
は
及
ば
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン

ド
ル
国
軍
の
う
ち
、
ア
ル
バ
レ
ス
率
い
る
先
遣

隊
の
動
き
は
迅
速
を
極
め
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
軍

北
方
駐
留
部
隊
と
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
国
軍
本
隊
の

間
に
楔
を
打
ち
込
む
形
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ド
ル
国
軍
先
遣
隊
も
状
況

は
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
一
歩
間
違
え
れ

ば
所
で
は
な
く
、
本
質
的
に
は
挟
撃
の
危
機
に

あ
る
と
い
え
る
。
な
お
か
つ
、
フ
ラ
ン
ド
ル
国

軍
の
フ
ラ
ン
ド
ル
人
諸
将
は
、
敢
え
て
積
極
的

に
ア
ル
バ
レ
ス
を
援
助
す
る
意
志
は
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
軍
は
本
隊
も
北
方
駐

留
部
隊
も
先
遣
隊
の
規
模
を
正
確
に
は
把
握
し

て
い
な
い
こ
と
が
、
唯
一
の
光
明
で
あ
る
と
も

言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
お
い
て
自
軍
の

規
模
を
悟
ら
れ
る
前
に
北
方
駐
留
部
隊
を
撃
破
、

ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
公
国
領
と
ピ
レ
ー
ネ
守
備
隊

と
間
の
戦
線
を
連
続
さ
せ
、
自
ら
の
安
全
を
確

保
す
る
事
が
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
率
い
る
先
遣
隊
の

戦
術
的
目
標
と
な
っ
た
。

以
下
、
鋭
意
制
作
中(

汗)

第
二
章

新
天
地

薔
薇
の
騎
士
達

～
ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

6
2
7

年

第
一
次
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
会
戦
～

神
聖
フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
に
よ
る
初
の
遠
征
。

運
命
と
の
邂
逅

～
ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

6
2
7

年

グ
ラ
ス
ミ
ア
の
戦
い
～

ロ
ー
ザ
・
ギ
ネ
・
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
と
ア
ル
ヴ
ェ

ー
ル
・
ア
ル
バ
レ
ス
の
邂
逅

王
都
奪
還

～
ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

6
2
8

年

ロ
ン
ド
ン
奪
還
戦
～

フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
に
占
領
さ
れ
て
い
た
ロ
ン

ド
ン
の
奪
還
戦

ガ
リ
ア
へ
の
路

～
ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

6
2
9

年

第
二
次
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
会
戦
～

ブ
リ
タ
ニ
ア
領
内
に
残
存
す
る
フ
ラ
ン
ド
ル

帝
国
軍
と
の
最
後
の
大
規
模
会
戦
。

第
三
章

岐
路

遙
か
遠
き
故
郷

～
ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

6
3
0

年

ラ
・
ベ
ル
・
ア
リ
ア
ン
ス
会
戦
～

ブ
リ
タ
ニ
ア
国
軍
、
ガ
リ
ア
本
土
に
上
陸
。

各
連
合
国
と
し
て
、
旧
ベ
ル
ガ
領
ラ
・
ベ
ル
・

ア
リ
ア
ン
ス
に
て
帝
国
と
会
戦
。

誰
が
為
の
、
戦
い

～
ブ
リ
タ
ニ
ア
歴

6
3
0

年

ル
ー
ア
ン
会
戦
～

ベ
ル
セ
ー
ヌ
休
戦
協
定
会
議
で
の
ア
ル
ヴ
ァ

レ
ス
教
暗
殺
を
受
け
て
起
き
た
、
ブ
リ
タ
ニ
ア

王
国
と
フ
ラ
ン
ド
ル
帝
国
間
の
会
戦
。



第
四
章

ガ
リ
ア
動
乱

終
章

再
び
、
紅
い
丘
に
て

ロ
ー
ザ
・
ギ
ネ
・
ア
ヴ
ァ
ロ
ン
、
ベ
ル
ガ
王

国
領
ヴ
ェ
ル
ケ
ン
ラ
ー
テ
近
郊
に
お
い
て
、
ル

ー
ナ
・
バ
ラ
ッ
ド
と
邂
逅
。



或る抜け落ちた頁





初
め
て
の
人
は
、
初
め
ま
し
て
。
い
つ
も
の

方
は
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
く
ば
泥
酔
パ
レ
ー
ド
研
究
所
の
わ
た
Ｇ
と
申

し
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
後
書
き
で
す
。

ん
と
、
実
際
に
は
ま
だ
作
業
中
で
す
（
汗
）

で
も
ま
ぁ
、
な
ん
だ
。
そ
の
昔
、
偉
い
人
は
、

「
本
文
な
ん
か
読
ま
な
い
よ
、
後
書
き
だ
け
だ

よ
、
読
む
の
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ら
し
い
の
で
、

後
書
き
は
ち
ゃ
ん
と
書
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
こ
ん
な
事
を
や
る
と
言
い
出
し
た

の
は
、
私
自
身
がFire

Em
blem

と

う
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン

R
PG

が
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
端
を
発

し
ま
す
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
と
「
聖
戦
と
死
神
」

の
世
界
観
が
一
緒
に
な
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
・

・
・
。
た
ぶ
ん
、
多
く
の
人
が
思
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
が
、
ま
だ
、
実
際
に
形
に
は
な
っ
て
い

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

も
っ
と
も
、
本
当
は
制
作
し
た
方
が
す
で
に

い
て
、
私
が
知
ら
な
い
だ
け
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

で
も
ま
ぁ
、
や
る
な
と
言
わ
れ
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
し
、
自
分
自
身
の
「
聖
戦
と
死
神
」

の
世
界
観
を
形
に
す
る
の
も
良
い
か
な
、
と
い

う
こ
と
で
こ
ん
な
も
ん
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

と
は
い
う
も
の
の
、
ゲ
ー
ム
と
し
て
は
ま
だ

形
に
も
な
っ
て
な
い
し
、
設
定
と
し
て
も
半
分

ぐ
ら
い
し
か
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
（
汗
）

実
際
に
こ
の
企
画
が
形
と
し
て
走
り
始
め
た

の
は
、
今
を
去
る
こ
と
数
ヶ
月
前
（
汗
）
、
「
守

護
聖
人
の
祭
」
の
日
に
ワ
イ
ン
を
飲
む
ぞ
と
な

っ
た
際
に
、SH

オ
ン
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も

決
ま
っ
た
こ
と
だ
し
、
な
ん
か
ネ
タ
で
も
作
っ

て
い
く
か
と
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
書
い
て
い
っ
た

の
が
ハ
ジ
マ
リ
で
し
た
。

そ
れ
以
降
、
い
ろ
ん
な
方
の
お
世
話
に
な
っ

て
、
と
り
あ
え
ず
本
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

ま
ず
、
最
初
に
感
謝
し
た
い
の
は
「
守
護
聖

人
の
祭
」
を
ご
一
緒
し
た
、C

A
Z

さ
ん
、
ウ
ィ

ル
さ
ん
、
イ
ッ
ト
ン
さ
ん
。
皆
さ
ん
が
、
「
お

も
し
ろ
い
ん
じ
ゃ
ね
ー
」
と
い
っ
て
く
れ
な
け

れ
ば
、
そ
も
そ
も
や
る
気
に
な
ら
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
特
に

C
A

Z

さ
ん
に
は
設
定
か
ら
、

地
理
的
な
情
報
か
ら
、
色
々
お
世
話
に
な
り
っ

ぱ
な
し
で
し
た
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
サ
ン
ホ
ラ
ー
仲
間
と
し
て
は
一
番

長
い
つ
き
あ
い
で
、
生
暖
か
く
見
守
っ
て
く
れ

た
黛
さ
ん
に
も
、
心
か
ら
の
感
謝
を
。

今
回
、
た
ら
こ

100%

果
汁
の
き
ち
で
ん
さ
ん

に
カ
ッ
ト
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
き
ち

で
ん
さ
ん
の
描
く
絵
に
は
、
い
つ
も
い
つ
も
、

癒
や
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
次
の
機
会
が
あ
っ
た

際
に
も
、
是
非
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す

m
(__

)m

SH

を
語
る
際
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ク
ロ
ニ

カ
学
習
帳
の
管
理
人
、
ぐ
っ
こ
さ
ん
と
シ
ド
ウ

ミ
ツ
キ
さ
ん
に
も
感
謝
を
。
お
二
人
が
作
ら
れ

た
学
習
帳
と
い
う
サ
イ
ト
が
な
け
れ
ば
、
こ
こ

ま
で

SH

に
嵌
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
・
・
・
そ
れ
は
そ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
寂
し
い
世
界
だ
っ
た

で
し
ょ
う(

汗
）

特
に
に
ぐ
っ
こ
さ
ん
が
書
か
れ
て
い
た
「
聖

戦
と
死
神
」
の
考
察
が
、
「
こ
れ
な
ら

SR
PG

で

い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」
と
い
う
切
っ
掛
け

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

left
side

の
左
さ
ん
に
も
感
謝
を
捧
げ
さ
せ
て

下
さ
い
。
氏
の
サ
イ
ト
の
「
な
ん
ち
ゃ
っ
て
ゲ

ー
ム
企
画
」
。
最
終
的
目
標
は
あ
れ
で
す
が
。
・

・
・
い
や
、
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
、

そ
れ
こ
そ
光
年
単
位
の
距
離
が
あ
り
そ
う
で
す

が(

汗
）

そ
し
て
、
幻
想
楽
団
・Sound

H
orizon

を

主

催
す
るR

evo

陛
下
、
胡
散
臭
さ
炸
裂
のJim

ang

さ
ん
、
歌
姫
、Y

U
U

K
I

さ
ん
、K

A
O

R
I

さ
ん
、

R
EM

I

さ
ん
、R

IK
K

I

さ
ん
、Jake

さ
ん
を
始
め

幻
想
楽
団
の
皆
さ
ん
。
そ
し
て
、Aram

ary

さ
ん
。

Sound
H

orizon

に

出
会
え
た
お
か
げ
で
、
私
は

か
け
が
い
の
な
い
人
々
と
繋
が
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
本
当
に
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
全
て
のSound

H
orizon

を

愛
す
る

人
々
に
感
謝
を
。

こ
れ
が
私
のR

om
an

で
す
。

皆
さ
ん
に
繋
が
る
こ
と
が
、
出
来
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
？
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